
男女共同参画  VOL・9                

～自分らしくいきいきと～                   

  「男女共同参画」は男性にとっても生きがいのある社会を目指す上で重要な課題です。 
男女共同参画社会を実現するためには、性別による役割分担意識の解消や、長時間労働の抑

制等働き方の見直しにより、男性にとっても地域活動や家庭生活へ参画しやすい環境づくりが
求められています。 

 
平成 30 年度実施の町民意識調査において、男性が仕事・子育て・介護・地域活動などに積

極的に関わり生き生きと暮らすために必要なことは「家族の間で互いの立場を理解し、家事な
どの分担をするように十分に話し合うこと」が最も多く挙げられています。次いで「育児や介
護支援の充実など、育児や介護を社会で支える制度を充実させること」と続いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料：平成 30 年度瀬戸内町「町民意識調査」より） 
  新年が始まり、今年はどのような一年になるのか楽しみですね。その前に、家事や育児が夫

婦どちらかに負担がかからないよう、夫婦で話し合ってみてはいかがでしょうか。また、家事
には掃除や洗濯など様々なものがありますので、家族みんなでまずはできることからはじめて
みましょう。 
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男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること

仕事に生活を合わせるという、仕事中心の社会全体の仕組みを改めること

男性が家事に参画するライフスタイルについて抵抗感をなくすこと

男性も女性も生活面・経済面で自立できるようになること

家族の間で互いの立場を理解し、家事などの

分担をするように十分に話し合うこと

家事などについて、性別によらず身に付ける

ことができるような育て方をすること

学校・職場・社会など様々な場で男女平等や

相互理解についての学習機会を増やすこと

労働時間の短縮や休暇制度を普及させること

自宅でも仕事ができるように、在宅勤務などを普及させること

育児や介護支援の充実など、育児や介護を社会で支える制度を充実させること

その他

無回答

仕事・子育て・介護・地域活動などに積極的に関わり生き生きと暮らすために必要と思わ
れること(複数回答）

洗濯物を干していると、妻から

「きちんと間隔をあけて干し

て」と言われた。せっかく干し

たのにやる気が失せてきた。 

妻が外出先から遅くなるとのこ

とだったので、子どもとご飯を

済ませ、洗い物を終えた。妻は

帰るなり、食器の置き場所が違

うと片付け始めた。 


